
　今、多くの日本人が東日本大震災の被災者の方々を思うにつ
け、遠くの地にいて、節電や少しの募金しかできないことを申
し訳なく思っています。
　自分は今何ができるのか。萩からも力になれることがあるは
ずだし、今までの仕事をきちんとしてゆくしかないのではない
かと思います。
　大震災のあと、自分のことよりも、まず他人のことを考える
といういい価値観が生まれてきているのでは、という希望を
もっています。
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萩
と
小
郡
を
結
び
中
国
自
動
車
道
に

つ
な
が
る
地
域
高
規
格
道
路
「
小
郡
萩

道
路
」（
約
13
㎞
）
が
、
５
月
28
日
に

完
成
し
ま
し
た
。
94
年
（
平
成
６
）
か

ら
官
民
一
体
で
整
備
促
進
運
動
に
取
り

組
み
、
足
掛
け
17
年
で
完
成
し
ま
し
た
。

　

萩
へ
車
で
行
く
場
合
、
中
国
自
動
車

道
か
ら
そ
の
ま
ま
小
郡
萩
道
路
に
乗
れ

て
、
約
10
分
で
絵
堂
に
到
着
と
、
快
適

な
ド
ラ
イ
ブ
が
楽
し
め
ま
す
。
絵
堂
か

ら
は
、
旭
地
域
、
旧
萩
有
料
道
路
（
現

在
無
料
）
を
通
っ
て
萩
の
市
街
地
へ
約

20
分
。
従
来
の
山
あ
い
の
曲
が
り
く

ね
っ
た
道
を
通
る
こ
と
な
く
、
と
て
も

便
利
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
萩
か
ら

Ｊ
Ｒ
新
山
口
駅
ま
で
自
動
車
で
約
57
分

東萩

長門市

美祢IC

山口JCT
小郡IC

山口南IC

山口IC

490

435

490

435

191

316
262

262

262

376

9

9

萩I.C（仮称）
椿

絵堂IC

大田IC

中国
自動車道

美祢東JCT

十文字IC

秋吉台IC

明石I.C

三隅I.C

９月開通（予定）
萩・三隅道路

小
郡
萩
道
路

新山口駅
至 山口宇部空港

至 山口

至 萩市

雲雀峠

道の駅・みとう●

広島方面⇨

⇦九州方面

湯ノ口

（
無
料
）

3,450円（土・日曜日、祝日は1,750円）、
約2時間6分
▷福岡IC〜九州道〜中国道〜美祢東
JCT〜小郡萩道路〜絵堂IC〜萩
※従来の美祢ICに、わずか150円追加
すれば美祢東JCTで降りられます

4,000円（土・日曜日、祝日は2,000円）、
約2時間10分
▷五日市IC〜山陽道〜中国道〜美祢東
JCT〜小郡萩道路〜絵堂IC〜萩

※休日特別割引の上限 1,000 円は 6
月で終了しましたが、休日の最大 5 割
引は 2014 年 3 月まで実施中。他に
も深夜、通勤など時間帯に応じて割引
がありますので、萩への帰省にぜひご
利用ください。ETC 搭載が条件です。

絵堂
ＩＣ

大田
ＩＣ

十文字
ＩＣ

山口
秋吉台（秋芳洞）
道の駅「みとう」

山陽小野田市
宇部

新山口駅
北九州方面
美祢ＩＣ

広島方面
小郡ＩＣ

中
国
道

▶

▶◀ ▶◀ ▶◀ ▶◀
料
金
所

秋吉台
ＩＣ

◀

▶◀
萩
市
内

◀

◀

約35分

美祢東
ＪＣＴ

◀

◀

十文字 ICまで無料です

◀

◀小　郡　萩　道　路◀

◀

一般道

と
な
り
、
14
分
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
小
郡
萩
道
路
」
は
、
中
国
自
動
車

道
に
新
設
さ
れ
た
美
祢
東
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン
（
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）
か
ら
絵
堂
IC
ま
で

の
間
に
十
文
字
、
秋
吉
台
、
大
田
の
各

IC
を
備
え
た
片
側
１
車
線
の
自
動
車
専

用
道
路
で
、
通
行
料
は
無
料
。

　

萩
市
で
は
、
沿
線
自
治
体
と
と
も
に
、

「
調
査
区
間
」
と
な
っ
て
い
る
絵
堂
IC

か
ら
萩
市
街
（
約
17
㎞
）
の
早
期
整
備

に
向
け
、
引
き
続
き
要
望
活
動
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

萩産ブランド魚の筆頭格
豊かな餌に恵まれた萩沖の岩礁帯に
住みついているため、丸々とよく肥
えて脂の乗りが良いのが特徴です。
▷問い合わせ　道の駅・萩しーまー
と（0838・24・4937）

５〜８月５〜７月

びっくりするほど大きくておいしい
１本が 500 〜 600g（普通のナスの
５本分）まで大きくなります。皮が
薄く、果肉はとても柔らかく甘味も
あります。その大きさが話題とな
り、インターネット最大手・ヤフー
のトップページに掲載されました。
▷インターネット「JAタウン 萩た
まげなす」から注文できます。
▷問い合わせ　JA あぶらんど萩
営農販売部（0838・22・4231）

７〜11月
別名“いかの女王”
柔らかく甘味と旨味があるイカとし
て、萩を代表する特産品。梅雨明け
頃から晩秋が漁の最盛期。生きたま
まをお造りでいただきます。
▷須佐男命いか祭り：７月 27 日

（水）、▷漁師の直売市：９月 25 日
までの土・日曜日、須佐漁港（県
漁協須佐支店須佐一本釣り船団、
08387・6・2311）
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萩
へ
帰
省
し
た
と
き
、
ご
家
族
や
友
人
と
会
う
の
が
楽
し
み
と
い

う
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
萩
の
山
の
幸
、
海
の
幸
を
お
い
し
く

食
べ
た
い
と
い
う
方
も
き
っ
と
多
い
は
ず
。
今
回
は
、
旬
を
迎
え
る

萩
の
と
っ
て
お
き
の
食
材
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
他
に
も
た

く
さ
ん
の
食
材
が
あ
り
ま
す
。お
盆
の
帰
省
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

全
国
各
地
の
萩
出
身
者
の
皆
様
に
萩

市
の
情
報
や
ふ
る
さ
と
の
今
を
お
伝
え

す
る
と
と
も
に
、
日
本
各
地
で
開
催
さ

れ
る
萩
市
関
係
の
行
事
等
、
各
界
で
ご

活
躍
さ
れ
て
い
る
萩
出
身
者
の
紹
介
な

ど
、“
ふ
る
さ
と
萩
”
を
通
し
て
人
と

人
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

お
陰
様
で
２
０
１
１
年
３
月
末
の
会

と　き 号　数

平成6年（1994）10月 創刊号 記念すべき創刊号発行

　　7年（1995） 1月 第１号発行 A３タブロイド版6頁構成

　 10年（1998） 5月 21号 紙面をA4版に変更、16頁

　 17年（2005） 3月 62号 7市町村合併（7月から表
紙カラー）

　 23年（2011） 7月 100号達成 会員数1483人

■萩ネットワークのあゆみ

萩ネットワーク協会会長
（野村興兒萩市長）

員
数
は
１
４
３
６
人
。
こ
れ
か
ら
も
、

皆
様
の
末
永
い
ご
愛
読
と
、
一
人
で
も

多
く
の
ご
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
Ｈ
Ｐ
に
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

　

萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w.city.

hagi.lg.jp

、
右
側
中
段
「
ふ
る
さ
と
便

り
／
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」）
に
２
年
前
ま

で
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
人
名
等
で
の
検
索
も
で
き
ま
す
。

◆
連
載
記
事
が
、
萩
も
の
が
た
り
と
し

て
出
版

　
「
萩
４
０
０
年
の
物
語
」（
著
：
故
北

村
知
紀
、37
号
か
ら
17
回
連
載
）が「
萩

開
府
」と
し
て
、「
ふ
る
さ
と
文
学
散
歩
」

（
著
：
高
木
正
熙
、68
号
か
ら
24
回
連
載
）

が「
作
家
た
ち
の
萩
」（
上
・
下
）と
し
て

出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
会
員
の
皆
様
の
お
か
げ
で
、

萩
出
身
者
と
萩
を
結
ぶ
ふ
る
さ
と
通
信

“
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
”
が
１
０
０
号
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
31
年
間
萩
を
離
れ
て
生
活

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ふ
る

さ
と
萩
の
こ
と
が
、
常
に
ど
こ
か
頭
の

片
隅
に
あ
り
ま
し
た
。
新
聞
に
萩
が
載

れ
ば
切
り
抜
き
、
テ
レ
ビ
番
組
が
あ
れ

ば
ビ
デ
オ
を
と
り
、
物
産
展
や
陶
芸
家

展
が
あ
れ
ば
顔
を
出
し
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
萩
に
対
す
る
思
い
は
、
萩
出
身

の
皆
様
に
共
通
す
る
も
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

萩
は
、
東
京
や
大
阪
に
住
む
方
に

と
っ
て
は
や
は
り
遠
い
存
在
で
す
。
な

か
な
か
情
報
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
何

か
「
ふ
る
さ
と
通
信
」
の
よ
う
な
も
の

は
で
き
な
い
か
と
い
う
思
い
で
、
萩
に

関
わ
る
情
報
を
満
載
し
た
情
報
紙
を
、

２
か
月
ご
と
に
定
期
的
に
発
行
し
て
き

た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
こ
の
情
報
紙
を
活
用
さ

れ
、
萩
を
媒
介
と
し
た
大
き
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
出
来
上
が
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

17
年
前
の
創
刊
号
（
平
成
６
年
）
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
は「W

E
 LO

V
E

 H
A

G
I

」。「
県

美
・
浦
上
記
念
館
建
設
構
想
」「
萩
小
郡

道
路
建
設
へ
の
動
き
」
な
ど
を
紹
介
。

　

萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

94
年
（
平
成
６
）
10
月

に
創
刊
号
を
発
行
、
95

年
１
月
の
１
号
か
ら
17

年
間
、
休
む
こ
と
な

く
２
か
月
ご
と
に
発

行
。
以
来
、
会
員
の
皆

様
に
支
え
ら
れ
て
今
回

１
０
０
号
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

当
時
就
任
一
年
を
迎
え

た
野
村
興
兒
萩
市
長
が
、

萩
出
身
の
皆
様
と
萩
を

結
ぶ「
ふ
る
さ
と
通
信
」

と
し
て
企
画
し
ま
し
た
。

太陽の光、さんさんとあびて
田万川地域の平山台は県内一の産
地。全品種無袋栽培で、太陽の光を
全身に浴びた小川サンピーチは、色
上がりが美しく、甘く、美味しいと
好評です。
▷問い合わせ　JAあぶらんど萩
小川支所（08387・4・0311）

５〜７月
１株１果どりのこだわり栽培
むつみと福栄地域は、県内最大のメ
ロン産地。昼夜の温度差が激しいこ
の地域では、甘いメロンが成長しま
す。１株１果どりにこだわるメロン
大使はお中元にも最適品です。
▷問い合わせ　JAあぶらんど萩
紫福支所（0838・53・0311）

７〜８月
相島のあまーいスイカ
萩沖合 14㎞に浮かぶ相島は県内最
大のスイカ産地で「萩西瓜」のブラ
ンド名で販売しています。棚田と水
はけのよい土壌のおかげで、甘くて
シャリッとしているのが特徴です。
▷問い合わせ　JA あぶらんど萩
営農経済部（0838・22・4230）

５〜８月
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　小誌「萩ネットワーク」も、1994 年（平
成６年）10 月に創刊して以来、今号で 100
号を迎えることになりました。100 号記念特
集として、これまでご寄稿や取材をさせてい
ただいた方にアンケートを実施し、多くの方
からメッセージをいただきました。（順不同）

◎お名前、年齢、現住所、萩での出身地・
出身校
◎現在もしくは過去のご職業

【問①】　近況を教えてください。また、
萩関連で何か活動をしていらっしゃいま
したら教えてください。

【問②】　萩のおすすめスポットを教えて
ください（思い出の地や帰省した際に必
ず行く場所など）。どういう点がおすす
めか、思い出などあればご記入ください。

①
昭
和
18
年
、
入
営
（
東
京
）
直

前
に
先
祖
の
墓
参
の
た
め
兄
夫
婦

に
同
行
し
て
初
め
て
萩
の
地
を
踏

み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
役
所
時
代

も
退
官
後
も
何
度
か
萩
を
訪
ね
ま

し
た
が
、
最
近
は
加
齢
と
3
年
前

の
肺
癌
手
術
（
現
在
異
常
な
し
）

の
た
め
失
礼
し
て
い
ま
す
。

②
先
祖
の
墓
地
（
亨
徳
寺
、本
行
寺
）、

松
陰
神
社
、
松
陰
先
生
墓
地
、
東
光

寺
、
指
月
城
、
武
家
屋
敷
、
明
倫
館
、

大
照
院
、
明
神
池
な
ど
。
平
成
12
年
、

拓
大
総
長
在
職
時
に
桂
太
郎
旧
宅
庭

に
創
立
者
桂
公
の
銅
像
を
建
立
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
京
都
港
区
在
住
、
87
歳

東
京
都
出
身

大
蔵
省
入
省
、
行
政
管
理
事
務
次
官

拓
殖
大
学
第
16
代
総
長

鶴江の渡し桂太郎銅像明神池

①
現
在
老
人
ホ
ー
ム
に
入
居
、
車

椅
子
生
活
。
昭
和
63
年
脳
梗
塞
に

な
り
、
書
店
業
を
辞
め
現
在
に
至

る
。
戦
前
は
貸
本
屋
兼
古
本
屋
経

営
、
戦
後
に
特
刊
書
を
扱
う
。
萩

市
に
も
想
い
出
に
小
さ
な
店
を
1

軒
出
店
せ
り
、
山
口
県
下
16
店
出

店
せ
り
。

②
▽
越
ヶ
浜
ー
珍
し
い
草
木
な
ど
あ

り
、
夏
、
冬
と
も
最
適
。
▽
鶴
江
ー

あ
ん
な
に
漁
師
の
家
が
建
っ
て
い
る

の
は
珍
し
い
。
ま
た
、
渡
る
の
に
小

舟
で
行
く
の
も
風
情
あ
り
。
▽
東
萩

駅
辺
ー
結
婚
最
初
の
地
だ
け
に
想
い

出
い
っ
ぱ
い
。
松
本
橋
下
で
は
ハ
ゼ

釣
り
を
さ
か
ん
に
や
っ
た
。

愛
媛
県
松
山
市
在
住
、
94
歳

萩
市
上
五
間
町
出
身

明
倫
高
等
小
学
校
昭
和
６
年
卒

明
屋
書
店
会
長

①
浦
上
記
念
館
に
毎
月
８
日
間
指

導
に
出
か
け
て
い
ま
す
。
東
京
で

は
国
際
浮
世
絵
学
会
常
任
理
事
、

日
本
浮
世
絵
商
協
同
組
合
最
高
顧

問
、
東
洋
陶
磁
学
会
名
誉
会
員
と

し
て
老
体
を
お
し
て
多
く
の
研
究

者
と
交
遊
し
て
い
ま
す
。

②
明
神
池
に
出
か
け
魚
に
餌
を
や
り

食
事
を
す
る
の
が
た
の
し
み
で
す
。

ま
た
、
浦
上
記
念
館
に
新
し
く
陶
芸

館
が
開
館
し
、
萩
焼
等
陳
列
し
て
い

ま
す
の
で
、
本
館
と
も
ど
も
ご
鑑
賞

く
だ
さ
い
。

東
京
都
渋
谷
区
在
住
、
85
歳

萩
市
橋
本
町
出
身

旧
制
萩
中
昭
和
18
年
卒

山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

名
誉
館
長
、
萩
市
名
誉
市
民



2011年７月（第100号）5

千
葉
県
松
戸
市
在
住
、
69
歳

旧
川
上
村
出
身

萩
高
校
昭
和
36
年
卒

宮
内
庁
長
官

①
69
歳
、
今
も
宮
内
庁
勤
め
で

す
。
皇
室
伝
来
の
文
献
等
で
萩
に

所
縁
の
人
物
に
行
き
当
た
り
ま
す

と
、
誇
ら
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。
昨
年
も
、
木
戸
孝
允
と
西
郷

隆
盛
等
が
交
し
坂
本
龍
馬
が
裏
書

き
し
た
薩
長
同
盟
の
誓
約
書
の
現

物
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

②
長
く
帰
省
し
て
い
ま
せ
ん
。
我
が

郷
里
川
上
の
阿
武
川
ダ
ム
湖
に
昨
年

か
ら
遊
覧
船
が
就
航
と
か
。
秋
の
日

差
し
に
照
り
映
え
る
長
門
峡
の
紅
葉

を
湖
上
か
ら
心
行
く
ま
で
眺
め
て
み

た
い
と
の
思
い
頻
り
で
す
。

①
有
り
難
く
も
ま
だ
健
康
な
私
は

葬
祭
料
を
差
し
引
い
た
残
金
と
長
年

積
も
っ
た
知
恵
を
若
人
に
提
供
す
る

グ
ル
ー
プ
“
あ
な
た
ソ
ナ
タ
こ
な
た

”
を
立
ち
上
げ
て
半
年
に
な
り
ま
す
。

懸
賞
小
説
に
向
け
て
活
動
を
開
始
、

次
は
絵
本
製
作
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

②
松
陰
、
博
文
、
桂
、
木
戸
、
高

杉
各
氏
の
当
時
の
朝
夕
の
食
事
を
完

全
に
再
現
し
て
出
す
。
特
別
料
金
で

少
々
高
く
、
の
企
画
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。
観
光
巡
り
に
飽
き
、
高
級

料
理
に
も
興
味
が
失
せ
た
方
々
に
リ

ピ
ー
ト
し
て
い
た
だ
け
た
ら
歴
史
も

よ
み
が
え
る
で
し
ょ
う
。

横
浜
市
港
北
区
在
住
、
67
歳

阿
武
町
奈
古
出
身

萩
高
校
昭
和
37
年
卒

美
術
家
、
舞
台
美
術
家

さ
ん

①
現
在
、萩
商
工
高
校
同
窓
会「
つ

ば
き
会
」
関
西
支
部
の
相
談
役
お

よ
び
関
西
山
口
県
同
郷
会
の
相
談

役
と
し
て
、
関
西
か
ら
萩
市
お
よ

び
山
口
県
を
よ
り
一
層
活
気
あ
る

都
市
に
し
た
い
と
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

②
私
の
お
勧
め
は
、
笠
山
の
椿
群
生

林
で
す
。
約
２
万
５
千
本
の
椿
が
咲

き
誇
り
、
実
に
見
事
で
す
。
ま
た
、

シ
ー
ズ
ン
の
終
盤
に
な
る
と
、
椿
の

花
び
ら
が
落
ち
、
辺
り
一
面
を
覆
い

ま
す
。
ま
る
で
赤
い
絨
毯
の
よ
う
に

美
し
い
も
の
で
す
。

大
阪
府
豊
中
市
在
住
、
75
歳

旧
川
上
村
出
身

萩
商
工
高
校
昭
和
29
年
卒

株
式
会
社
ビ
ケ
ン
テ
ク
ノ
代
表
取
締

役
会
長

①
40
年
勤
め
た
日
本
経
済
新
聞
を

２
０
１
０
年
３
月
末
に
定
年
で
退

職
。
こ
の
冬
は
約
３
か
月
、信
州
・

野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
で
ガ
イ
ド
の

仕
事
を
し
ま
し
た
。
現
在
の
肩
書

は
“
街
道
歩
行
家
”、
フ
リ
ー
ラ

イ
タ
ー
で
、
講
演
や
執
筆
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

②
２
０
０
９
年
春
に
歩
い
た
萩
往
還
。

萩
か
ら
防
府
・
三
田
尻
ま
で
約
53
㎞

の
う
ち
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
一
升

谷
、
中
ノ
峠
、
防
長
国
境
か
ら
瑠
璃

光
寺
ま
で
の
道
で
す
。
維
新
の
志
士

た
ち
が
激
し
く
往
来
し
た
街
道
筋
の

集
落
に
は
往
時
の
面
影
が
漂
い
ま
す
。

東
京
都
国
立
市
在
住
、
64
歳

阿
武
町
奈
古
出
身

萩
高
校
昭
和
40
年
卒

元
日
本
経
済
新
聞
記
者

陶芸館笠山の椿群生林長門峡観光遊覧船萩往還一升谷
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①
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
生
活
の
本
拠

を
移
し
、
日
米
間
を
往
復
し
な
が

ら
、
米
国
及
び
中
南
米
を
中
心
と

し
た
国
際
企
業
法
務
に
従
事
し
て

い
ま
す
。
今
で
も
年
に
一
度
は
帰

省
し
て
い
ま
す
の
で
、
萩
は
未
だ

に
身
近
な
故
郷
で
す
。

②
物
心
つ
い
た
頃
か
ら
海
水
浴
に

通
っ
て
い
た
菊
ヶ
浜
は
、
今
で
も
帰

省
し
た
と
き
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス

で
す
。
指
月
山
や
笠
山
を
眺
め
な
が

ら
波
打
ち
際
を
走
る
爽
快
感
は
、
セ

ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で
も
味
わ
う
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
在
住
、
55
歳

萩
市
呉
服
町
出
身

萩
高
校
昭
和
50
年
卒

弁
護
士（
長
島・大
野・常
松
法
律
事

務
所
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
代
表
）

①
ソ
ウ
ル
の
日
本
大
使
館
で
公
使

を
務
め
て
い
ま
す
。
３
月
の
大
地

震
で
は
、
ソ
ウ
ル
中
に
「
日
本
頑

張
れ
」
の
垂
れ
幕
が
掛
か
り
、
１

日
１
億
円
の
義
援
金
が
募
り
ま
し

た
。
情
の
厚
い
人
々
で
す
。
日
韓

新
時
代
の
構
築
に
向
け
て
、
微
力

を
尽
く
し
ま
す
。

②
松
陰
先
生
を
偲
ん
で
、
帰
省
の

度
に
、
時
間
が
あ
れ
ば
必
ず
松
陰

神
社
に
行
き
ま
す
。
先
生
は
郷
土

の
生
ん
だ
最
高
の
思
想
家
だ
と
思

い
ま
す
。
僅
か
な
り
と
も
、
先
生

の
後
を
つ
い
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
松
陰
先
生
を
生
ん
だ
萩
を

誇
り
に
思
い
ま
す
。

韓
国
ソ
ウ
ル
市
在
住
、
52
歳

阿
武
町
出
身

萩
高
校
昭
和
52
年
卒

在
大
韓
民
国
日
本
国
大
使
館
公
使

菊ヶ浜と指月山

「戦略外交原論」
兼原信克著

■『戦略外交原論』兼原信克著（４月発売）
　国家戦略の基本となる外交。国益をどう守るの
か、国際環境をどのように読めばよいのか、日米
同盟をどうとらえれば良いのか－。日本に必要な
戦略的外交の思考法を第一線の外交官が体系的に
解説する待望のテキスト。「外交で最も大切なも
のは人間一人ひとりの心の底に輝いている良心で
あり、人の良心の働きを理解しなければ、外交官
は務まらない」Ａ５版／ 512 ページ
価格：3,600 円（税別）出版：日本経済新聞社

東
京
都
中
央
区
在
住
、
57
歳

富
山
市
出
身

写
真
家
、「P

H
aT  P

H
O

TO

」
編

集
長
兼
発
行
人

①
旅
の
中
に
日
常
が
あ
る
日
々
で
す
。

海
外
に
も
度
々
出
か
け
ま
す
。
去
年

ま
で
は
、
日
本
に
帰
っ
て
く
る
と

ホ
ッ
と
し
て
い
た
の
で
す
が
、
今
は

日
本
に
帰
る
度
に
緊
張
感
が
増
し
ま

す
。
震
災
、
原
発
と
こ
の
国
の
新
し

い
形
が
問
わ
れ
て
い
て
緊
張
す
る
の

で
す
。

②
指
月
城
跡
。
ゆ
る
ゆ
る
と
散
歩
し

て
い
る
の
が
楽
し
い
で
す
。
カ
メ
ラ

や
お
気
に
入
り
の
本
を
持
っ
て
散
歩

し
ま
す
。

①
今
年
12
月
公
開
予
定
、ワ
ー
ナ
ー
・

ブ
ラ
ザ
ー
ズ
映
画
「
ワ
イ
ル
ド
７
」

に
出
演
し
ま
す
。
主
演
は
瑛
太
、
監

督
は
「
海
猿
」
シ
リ
ー
ズ
を
大
ヒ
ッ

ト
に
導
い
た
羽
住
英
一
郎
。

　

ま
た
、
映
画
「
セ
デ
ッ
ク
バ
レ
」

が
、
今
年
９
月
に
台
湾
で
上
映
さ
れ

る
。
台
湾
映
画
史
上
最
高
の
ヒ
ッ
ト

を
飛
ば
し
た
ウ
ェ
イ
・
ダ
ー
シ
ョ
ン

監
督
の
最
新
作
。
１
９
３
０
年
に
発

生
し
た
台
湾
原
住
民
に
よ
る
“
霧
社

事
件
”
を
描
い
て
い
る
。

　

海
外
版
は
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と

し
て
参
加
し
て
い
る
ジ
ョ
ン
・
ウ
ー

監
督
が
編
集
し
、
2
時
間
半
の
特
別

バ
ー
ジ
ョ
ン
と
し
て
制
作
さ
れ
て
い

る
。
日
本
で
の
上
映
は
未
定
。

東
京
都
在
住
、
37
歳

萩
市
吉
田
町
出
身

萩
高
校
平
成
４
年
卒

俳
優

（
映
画
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
天
地
人
」

な
ど
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
ト
ヨ
タ
・
ノ

ア
の
Ｃ
Ｍ
に
出
演
）
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①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
企
業
勤
務
の
傍

ら
、都
内
在
住
の
萩
出
身
者
団
体「
萩

大
志
館
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
都

内
で
開
催
さ
れ
る
萩
関
連
イ
ベ
ン
ト

の
サ
ポ
ー
ト
や
、W

i-F
i

設
置
を

は
じ
め
萩
の
デ
ジ
タ
ル
戦
略
の
立
案

と
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
萩
の
オ
ス
ス
メ
ス
ポ
ッ
ト
は
、
人

で
す
。
カ
フ
ェ
ジ
ャ
ン
テ
ィ
ー
ク
で

の
何
気
な
い
会
話
や
、
し
ー
ま
ー
と

の
店
員
さ
ん
と
の
会
話
、
桂
小
五
郎

旧
宅
の
案
内
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
と
の
会

話
な
ど
、
萩
の
生
の
声
を
、
萩
弁
で

聞
く
と
、
元
気
が
出
ち
ゃ
い
ま
す
。

東
京
都
世
田
谷
区
在
住
、
35
歳

萩
市
御
許
町
出
身

萩
高
校
平
成
６
年
卒

P
eeV

ee.TV

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

企
業
）
勤
務

①
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
痛
ま
し

く
も
不
穏
な
余
韻
を
未
だ
残
し
た

ま
ま
新
年
度
を
迎
え
ま
し
た
。
本

年
度
よ
り
和
光
大
学
に
て
講
師
を

務
め
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
状
況

下
を
若
い
人
達
と
共
に
「
学
び
」

を
通
じ
て
超
克
し
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

②
日
頃
の
環
境
が
災
い
し
て
か
帰
省

の
際
は
と
り
わ
け
人
気
の
な
い
エ
リ

ア
を
逍
遥
す
る
こ
と
を
好
み
ま
す
。

私
は
こ
こ
で
そ
の
場
所
と
魅
力
に
つ

い
て
語
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ

の
紙
幅
で
は
到
底
言
い
表
せ
そ
う
に

な
い
の
で
、
ま
た
何
か
の
折
に
。

東
京
都
町
田
市
在
住
、
35
歳

萩
市
椿
東
松
本
出
身

萩
商
業
高
校
平
成
6
年
卒

作
曲
家

（
09
年
度
武
満
徹
作
曲
賞
第
２
位
、

10
年
Ｊ
Ｆ
Ｃ
作
曲
賞
受
賞
）

難
所
や
自
宅
難
民
の
方
々
に
配
布

さ
れ
ま
し
た
。
私
も
、
４
月
10
日

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
共

に
、
最
も
津
波
の
被
害
の
大
き

か
っ
た
地
域
の
ひ
と
つ
、
宮
城
県

石
巻
市
渡わ

た
の
は波

地
区
を
訪
問
し
ま
し

た
。
街
の
形
状
が
跡
形
も
な
く
破

壊
さ
れ
た
様
子
に
言
葉
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
黙
々
と
片
付
け

を
し
て
い
る
方
々
に
パ
ン
を
配
っ

て
歩
き
、「
あ
り
が
と
う
」「
お
疲

れ
さ
ま
」
等
の
言
葉
に
逆
に
励
ま

さ
れ
ま
し
た
。

　

未
曾
有
の
大
災
害
の
前
に
は
私

た
ち
の
力
は
小
さ
い
で
す
が
、
自

分
も
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
一
人

ひ
と
り
の
思
い
を
集
め
れ
ば
何
か

を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
痛

感
い
た
し
ま
し
た
。
一
日
も
早
く
、

被
災
地
の
方
た
ち
に
安
息
が
訪
れ

ま
す
こ
と
を
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

な
お
、
初
動
で
あ
る
本
活
動
は
一

旦
終
息
し
ま
し
た
が
、
パ
ン
・
ア

キ
モ
ト
で
は
引
き
続
き
義
援
活
動

中
で
す
。

http//w
w

w
.nasuinfo.or.jp/

F
reeS

pace/aki_pan/

②
萩
の
海
は
い
つ
ど
こ
か
ら
見
て
も

美
し
い
。
白
砂
青
松
の
菊
ヶ
浜
で
波

を
戯
れ
る
。
山
陰
本
線
の
車
中
か
ら

海
岸
線
を
眺
め
る
。
笠
山
か
ら
望
む

と
、
六
島
浮
か
ぶ
海
原
。
海
を
大
事

に
守
っ
て
い
る
故
郷
の
皆
さ
ん
に
感

謝
で
す
。

東
京
都
中
野
区
在
住
、
50
歳

萩
市
土
原
出
身

萩
高
校
昭
和
54
年
卒

株
式
会
社
コ
ス
モ
ピ
ア
代
表
取
締
役

①
こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
に
お

い
て
、「
一
刻
も
早
く
被
災
地
に

パ
ン
の
缶
詰
を
送
る
活
動
」
の
世

話
人
を
務
め
ま
し
た
。
あ
ら
ゆ
る

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
断
絶
し
、
飢
え

と
寒
さ
に
苦
し
む
被
災
者
の
方
々

に
、
お
い
し
く
て
栄
養
価
の
高
い

「
パ
ン
の
缶
詰
」
を
届
け
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
震
災
２
日
目
よ

り
活
動
を
開
始
し
、
支
援
の
募
金

を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
経
営
者

を
中
心
に
そ
の
社
員
や
友
人
ま
で

広
が
り
、
１
か
月
間
で
３
２
４
万

３
７
０
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ

の
資
金
を
製
造
元
で
あ
る
パ
ン
・

ア
キ
モ
ト
の
パ
ン
缶
詰
製
造
原
価

の
一
部
に
充
当
。
１
０
０
ｇ
入
り

パ
ン
缶
詰
７
６
５
ケ
ー
ス
（
１
万

８
３
６
０
缶
）、
食
パ
ン
７
５
０

食
を
拠
出
し
、
自
衛
隊
や
日
本
国

際
飢
餓
対
策
機
構
を
通
じ
て
、
避

石巻市での配布活動パンの缶詰
笠山から望む六島
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江
戸
時
代
の
初
め
に
は
小
さ
な
一
漁

村
だ
っ
た
石
巻
を
、
日
本
有
数
の
港
に

作
り
変
え
た
の
が
、
萩
出
身
の
川
村
孫

兵
衛
重し

げ
よ
し吉

で
し
た
。

　

孫
兵
衛
重
吉
は
、天
正
３
年（
１
５
７

５
）
長
門
国
阿
武
（
萩
市
）
に
生
ま
れ

ま
し
た
。
様
々
な
学
問
の
中
で
も
特
に

算
術
に
明
る
く
、
治
山
治
水
の
土
木
技

術
の
他
、
天
文
、
測
量
、
採
鉱
な
ど
の

知
識
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
が
、

関
ヶ
原
の
戦
い
を
機
に
近
江
国
（
滋
賀

県
）
に
移
り
住
み
ま
し
た
。

　

初
代
仙
台
藩
主
・
伊
達
政
宗
が
、
上

洛
の
途
中
近
江
へ
立
ち
寄
っ
た
際
、
孫

兵
衛
と
会
談
。
優
れ
た
技
術
者
で
あ
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
、
25
歳
の
と
き
、
伊

達
家
に
仕
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

政
宗
の
命
で
、
た
び
た
び
洪
水
を
お

こ
し
て
い
た
北
上
川
改
修
工
事
の
責
任

者
と
な
り
、
設
計
や
現
場
監
督
の
み
な

ら
ず
、
工
事
費
ね
ん
出
の
た
め
自
ら
借

財
す
る
な
ど
筆
舌
に
尽
く
せ
ぬ
苦
労
を

重
ね
、
見
事
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
改
修
に
よ
り
石
巻
か
ら
盛
岡

に
至
る
舟

し
ゅ
う
う
ん
運
が
開
か
れ
、
同
時
に
石
巻

の
築
港
工
事
も
行
い
、
水
上
交
通
の
整

備
に
努
め
ま
し
た
。
寒
村
に
過
ぎ
な

か
っ
た
石
巻
は
一
躍
米
の
集
散
地
と
な

り
、
江
戸
へ
米
を
運
ぶ
千
石
船
が
往
来

繁
栄
を
極
め
ま
し
た
。
当
時
、
仙
台
米

は
、
江
戸
で
消
費
さ
れ
た
米
の
３
分
の

２
を
占
め
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
治
水
に
伴
っ
て
水
流
が
安

定
、
水
は
け
も
良
く
な
っ
た
こ
と
で
、

仙
台
平
野
北
部
の
新
田
開
発
も
急
速
に

進
み
、
地
域
の
発
展
に
計
り
し
れ
な
い

恩
恵
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

孫
兵
衛
重
吉
没
後
、
そ
の
志
を
継
い

だ
養
子
孫
兵
衛
元も

と
よ
し

吉
が
、
当
時
荒
野
で

あ
っ
た
伊
豆
野
原
を
開
墾
す
る
た
め
、

一い
ち
は
さ
ま
が
わ

迫
川
上
流
に
“
伊い

ず
の
せ
き

豆
野
堰
”
を
建

設
し
、
原
野
を
実
り
豊
か
な
美
田
に
変

え
ま
し
た
。

　

孫
兵
衛
が
二
代
に
わ
た
り
大
工
事
を

お
こ
な
っ
た
結
果
、
宮
城
県
は
「
豊
穣

の
地
」
と
な
り
、
現
在
も
美
し
い
田
園

風
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
農
水
省
Ｈ
Ｐ
土
地
改
良
偉
人
伝
よ
り
）

　

ま
た
、
毎
年
８
月
の
初
め
、
石
巻
を

開
い
た
孫
兵
衛
に
対
す
る
感
謝
の
祭
り
、

川
開
き
が
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

昭和 58 年河北新報社が、石巻市
制施行 50 周年に建立した孫兵衛
の銅像が、日和山から石巻の市街
地を見下ろしています

　

東
日
本
大
震
災
に
は
、
萩
市
か
ら

も
消
防
隊
員
、
市
職
員
労
働
組
合
の

組
合
員
な
ど
人
的
派
遣
や
義
援
金
の

送
付
な
ど
被
災
地
へ
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

萩
市
で
は
、
捜
索
活
動
を
行
う
た

め
、
３
月
14
日
〜
22
日
、
宮
城
県
石

巻
市
へ
消
防
隊
員
５
人
を
派
遣
し
ま

し
た
。
現
場
は
見
渡
す
限
り
で
家
屋

が
倒
壊
。「
た
だ
ひ
た
す
ら
手
掘
り

で
が
れ
き
、
廃
材
、
土
砂
を
除
く

作
業
。“
誰
か
出
て
き
て
く
れ
”
と

思
い
な
が
ら
、
懸
命
に
掘
り
な
が
ら
、

祈
り
な
が
ら
の
繰
り
返
し
で
し
た
」

と
帰
還
し
た
隊
員
。

　

ま
た
萩
市
職
員
労
働
組
合
で
は
、

５
〜
６
月
に
６
人
を
派
遣
。
現
地
で

は
、
自
ら
も
被
災
し
な
が
ら
避
難
所

の
運
営
を
昼
夜
を
問
わ
ず
続
け
て
い

る
自
治
体
職
員
の
負
担
を
減
ら
す
た

め
に
、
運
営
の
応
援
を
行
い
ま
し
た
。

「
震
災
孤
児
が
生
ま
れ
た
り
、
肉
親

の
行
方
不
明
者
が
多
い
地
域
も
あ
れ

ば
、
既
に
通
常
の
生
活
に
戻
り
復
興

に
向
け
て
動
き
出
し
た
地
域
が
あ
る

な
ど
、
同
じ
市
内
で
も
被
災
者
は
多

種
多
様
で
支
援
の
あ
り
方
も
多
岐
に

渡
る
。
萩
か
ら
も
力
に
な
れ
る
こ
と

が
あ
る
は
ず
」
と
派
遣
職
員
。

　

ま
た
萩
市
で
は
、
宮
城
県
に
、
市

長
会
や
萩
市
と
同
じ
く
有
人
離
島

（
大
島
）の
あ
る
気
仙
沼
市
へ
１
０
０

０
万
円
を
送
金
、
救
援
物
資
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

3.11 から３か月後の石巻市廃棄物として埋立処理する倉庫の腐った魚

（
萩
出
身
）
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ま
ず
は
今
回
の
震
災
に
対
し
て
、
萩

高
の
同
級
生
を
は
じ
め
、
皆
様
か
ら
お

見
舞
い
を
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

地
震
直
後
は
会
社
に
い
て
、
も
と
も

と
地
震
の
多
く
発
生
す
る
地
域
で
し
た

が
、
こ
れ
ほ
ど
の
揺
れ
が
あ
る
と
は
。

ま
ず
水
槽
が
お
ち
て
割
れ
て
、
棚
か
ら

書
類
が
お
ち
、
デ
ス
ク
の
上
も
め
ち
ゃ

め
ち
ゃ
に
な
り
パ
ソ
コ
ン
を
押
さ
え
て

い
る
の
が
精
一
杯
の
状
況
で
し
た
。

　

従
業
員
み
ん
な
で
冷
蔵
庫
の
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
で
待
機
し
て
い
て
、
津
波
警

報
が
で
ま
し
た
。
最
初
ラ
ジ
オ
で
「
津

波
第
一
波
は
志
津
川
で
10
㎝
」
と
放
送

さ
れ
、
最
初
大
し
た
こ
と
で
は
な
い
の

か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
３
人
の
従

業
員
が
帰
り
た
い
と
言
っ
た
の
で
帰
し

た
の
が
失
敗
で
し
た
。
渋
滞
に
あ
い
３

人
と
も
津
波
に
押
し
流
さ
れ
て
１
人
が

亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
津
波
の
勢
い
は
凄
い
も
の

で
、
会
社
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

冷
凍
庫
の
屋
上
で
、
１
日
目
を
過
ご

し
、
２
日
目
は
水
が
少
し
引
い
た
の
で
、

近
く
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
屋
上
で
、

と
に
か
く
寒
か
っ
た
で
す
。
３
日
目
に

従
業
員
を
連
れ
て
自
宅
に
戻
っ
た
の
で

す
が
、
高
台
に
あ
っ
た
の
で
奇
跡
的
に

無
事
で
し
た
。

　

今
は
石
巻
水
産
業
界
に
在
庫
し
て

あ
っ
た
在
庫
の
魚
の
腐
敗
処
理
の
た
め
、

毎
朝
４
時
か
ら
起
き
て
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
約
５
万
ｔ
で
金
額
に
し
て
３
５
０

〜
４
０
０
億
円
も
の
魚
を
捨
て
て
い
ま

す
。
石
巻
水
産
復
興
会
議
の
メ
ン
バ
ー

で
早
く
石
巻
水
産
業
界
を
復
興
す
る
た

め
に
、
市
、
県
、
国
に
働
き
か
け
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　

水
産
加
工
屋
は
、
今
ま
で
の
借
金
の

他
に
、
流
さ
れ
た
リ
ー
ス
物
件
の
返
済
、

今
後
、
修
理
、
建
て
直
す
に
も
膨
大
な

資
金
が
必
要
で
、
腐
敗
処
理
し
た
在
庫

品
に
い
く
ら
か
の
補
助
を
い
た
だ
い
て

基
金
を
つ
く
り
、
再
生
す
る
案
を
県
に

申
請
し
て
い
ま
す
。

　

水
産
庁
の
一
次
補
正
予
算
は
約

２
２
０
０
億
（
今
回
被
災
し
た
す
べ
て

の
県
で
）、
漁
業
者
、
養
殖
業
者
、
そ

れ
に
漁
港
整
備
や
市
場
の
建
設
が
中
心

で
水
産
加
工
に
は
わ
ず
か
18
億
。
そ
れ

も
組
合
だ
け
で
、「
い
く
ら
船
が
あ
っ

て
市
場
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
買
う
人

壊滅的被害を受けた石巻市魚町の社屋

が
い
な
け
れ
ば
、
水
産
は
成
り
立
た
な

い
、
加
工
屋
さ
ん
を
復
興
さ
せ
れ
ば
雇

用
も
生
ま
れ
る
」
と
訴
え
続
け
て
い
ま

す
。

　

悩
み
は
腐
っ
た
魚
の
匂
い
が
き
つ
く

て
、
家
が
魚
臭
く
な
り
、
時
々
買
い
物

に
行
く
と
、
変
な
目
で
見
ら
れ
ま
す
。

臭
い
ん
で
し
ょ
う
ね
（
笑
）

　

小
池
産
業
必
ず
再
生
し
て
み
せ
ま
す
。

　

最
後
に
石
巻
の
礎
は
萩
市
三
見
（
長

門
国
阿
武
）
出
身
の
川
村
孫
兵
衛
さ
ん

が
興
し
ま
し
た
。
石
巻
の
人
は
誰
で
も

知
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
被
災

し
た
石
巻
に
萩
焼
を
安
く
提
供
し
て
、

売
上
を
全
額
石
巻
市
に
寄
付
し
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
？

　

仮
設
住
宅
の
人
だ
け
で
な
く
、
多
く

の
人
達
が
食
器
を
な
く
し
て
い
ま
す
。

心
に
残
る
萩
焼
を
送
っ
て
、
石
巻
と
萩

の
交
流
が
始
ま
れ
ば
い
い
で
す
ね
！
萩

市
長
さ
ん
に
も
来
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。昭和 49 年萩高校卒、53 年北海道大学

水産学部卒業、54 年特設専攻科修了後、
石巻市の今野水産に入社（24 歳）。平
成 3 年（36 歳）、世界各国から魚を輸
入して水産加工会社に原料として販売す
る「小池産業株式会社」を設立。16 年
に「株式会社萩」も立ち上げ、天ぷら、
牛タンの店「きら天、きら亭」を開店

プロフィール

小
池
産
業
㈱
代
表
取
締
役

小
池
幾
世
さ
ん

（
石
巻
市
在
住
、萩
高
昭
和
49
年
卒
、56
歳
）
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人
化
し
、
中
村
酒
造
を
株
式
会
社
へ
と

組
織
変
更
し
ま
し
た
。
高
度
経
済
成
長

期
に
伴
い
、
生
産
業
が
ピ
ー
ク
の
時
期
、

中
村
酒
造
を
大
き
く
さ
せ
た
の
も
祖

父
・
孫
助
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

祖
父
は
私
が
生
ま
れ
て
す
ぐ
他
界
し
、

祖
父
の
姿
は
写
真
で
見
る
こ
と
し
か
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
祖
父
の
時
代
よ

り
働
い
て
い
る
社
員
か
ら
の
話
を
聞
く

限
り
は
と
て
も
厳
格
で
厳
し
い
人
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
祖
父
が
亡
く
な
っ
た
と

　

中
村
酒
造
株
式
会
社
の
前
身
で
あ
る

酒
販
業
は
、
初
代
で
あ
る
曽
祖
父
・
中

村
聞ぶ

ん
す
け輔

が
明
治
35
年
に
創
業
し
、
そ
の

後
、
酒
販
業
だ
け
で
な
く
、
清
酒
製
造

業
へ
と
業
態
変
化
し
た
の
は
今
か
ら
98

年
前
の
大
正
３
年
。
そ
の
後
、
２
代
目

と
な
る
祖
父
・
孫ま

ご
す
け助

の
時
代
に
は
、
萩

の
酒
造
業
者
の
中
で
は
早
い
段
階
で
法

き
、
父
・
正
彦
は
家
元
に
帰
っ
て
き
て

間
も
な
い
頃
で
、
酒
造
業
の
一
か
ら
十

ま
で
を
知
ら
ず
に
跡
を
継
ぎ
、
と
て
も

苦
労
し
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
点
私
は
、
４
年
前
に
福
岡
か
ら

家
元
に
戻
り
、
現
在
修
行
中
の
身
で
は

あ
り
ま
す
が
、
３
代
目
の
父
は
健
在
で

す
し
、
長
ら
く
弊
社
で
務
め
て
い
る

杜と
う
じ氏

も
高
齢
な
が
ら
も
、
代
々
続
く
宝

船
の
製
造
を
守
っ
て
く
れ
て
お
り
、
祖

父
、
父
に
比
べ
、
甘
え
さ
せ
て
も
ら
っ

て
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

４
年
間
見
習
い
と
し
て
修
行
さ
せ
て

も
ら
っ
て
感
じ
た
こ
と
は
、
酒
造
り
と

い
う
も
の
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ん
て
も

の
は
存
在
せ
ず
、
そ
の
工
程
に
あ
る
程

度
の
決
ま
り
は
あ
る
も
の
の
、
原
材
料

と
な
る
米
の
質
、
気
温
、
湿
度
な
ど
の

気
候
、
そ
し
て
機
械
の
調
子
、
更
に
は

職
人
の
体
調
や
都
合
な
ど
な
ど
、
不
確

定
要
素
の
多
い
中
で
経
験
か
ら
身
に
つ

け
る
『
勘
』
が
絶
対
的
に
必
要
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
口
で
教
え
て
も
ら
え
る

も
の
で
は
な
く
、
肌
で
感
じ
、
体
で
覚

え
て
い
く
し
か
な
い
。
少
な
く
と
も
弊

社
の
杜
氏
を
務
め
る
方
々
は
そ
う
し
て

「
宝
船
」
の
味
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。

　

先
々
代
ま
で
の
時
代
の
よ
う
に
経
営

者
と
製
造
者
（
杜
氏
）
は
別
で
あ
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
社
会
環
境
の
変
化
に

よ
り
、
そ
れ
で
は
成
り
立
た
な
い
酒
造

場
が
増
え
て
い
ま
す
。
酒
造
業
に
限
っ

た
こ
と
で
は
な
い
で
す
が
、
伝
統
的
産

業
の
問
題
と
し
て
や
は
り
後
継
者
不
足

が
あ
り
ま
す
。
父
と
杜
氏
が
健
在
な
う

ち
に
私
が
そ
の
伝
統
を
引
き
継
げ
る
よ

う
努
め
ま
す
が
、
そ
の
後
の
事
を
考
え

る
と
、
こ
の
業
界
に
足
を
踏
み
入
れ
る

新
し
い
人
が
居
れ
ば
、
そ
の
人
た
ち
が

働
き
や
す
い
環
境
を
作
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
つ
の
酒
造
場

に
杜
氏
が
一
人
で
な
く
て
も
複
数
人
の

杜
氏
で
伝
統
を
受
け
継
げ
る
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

と
も
あ
れ
、
そ
の
構
想
を
考
え
る
前

に
、
ま
ず
は
私
自
身
が
足
元
を
し
っ
か

り
と
固
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
１
０
０
年
受
け
継
が
れ
て
い
る

中
村
酒
造
の
「
宝
船
」
を
守
り
、
今
ま

で
通
り
地
元
密
着
型
の
経
営
で
、
市
内

の
お
土
産
屋
さ
ん
が
訪
れ
た
観
光
客
に

薦
め
て
い
た
だ
け
る
地
酒
を
提
供
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
日
頃
、
日
本
酒
を
飲
ま
れ
な

い
方
が
何
か
の
き
っ
か
け
で
口
に
し
た

と
き
、
日
本
酒
好
き
に
な
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
お
酒
を
造
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

シリーズ 萩 の 元 気 企 業 探 訪

　古くから萩の地酒として、地元の人に愛され、飲み続けられた日本
酒「宝船」。全国新酒鑑評会で３度金賞受賞し、県の鑑評会では幾度
も優秀賞を受賞される銘酒中の銘酒。昨年も山口県新酒鑑評会で最優
秀賞を受賞し、１００年近く同じ味を守り続ける中村酒造株式会社を
訪問し、次期社長の中村雅一さん（29 歳）にお話しを聞きました。

「宝船」の中村酒造㈱

時
代
の
変
化
に
あ
わ
せ
て

23
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カ
キ
氷
の
や
ま
ざ
き
屋

い
て
も
名
前
さ
え
覚
え
て
な
い
そ
う
で
、

創
業
が
い
つ
か
ら
か
は
定
か
で
は
な
い

で
す
が
、
明
治
半
ば
だ
と
思
い
ま
す
。

曽
祖
父
の
時
代
は
蒸
気
饅
頭
屋
で
、
萩

で
一
番
最
初
に
蒸
気
饅
頭
を
売
り
始
め

た
の
が
曽
祖
父
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
後
期
に
な
る
と
祖
父
・
弥
三
郎

が
２
代
目
と
な
り
、
夏
は
カ
キ
氷
、
冬

は
蒸
気
饅
頭
を
販
売
す
る
お
店
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
嫁
い
で
来
た
母
・

眞
子
も
店
を
手
伝
う
よ
う
に
な
り
、
私

が
４
歳
か
５
歳
の
時
に
祖
父
が
他
界
し

て
か
ら
は
母
が
跡
を
継
ぎ
３
代
目
と
し

て
営
ん
で
い
ま
し
た
。
母
は
祖
父
か
ら

受
け
継
い
だ
、
美
味
し
い
カ
キ
氷
を
作

る
う
え
で
一
番
重
要
な
白
み
つ
を
ベ
ー

ス
に
、
多
く
の
味
の
カ
キ
氷
を
商
品
開

発
し
ま
し
た
。
ま
た
、
祖
父
が
焼
い
て

い
た
蒸
気
饅
頭
を
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
外
し
、

お
好
み
焼
き
を
メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
に
置

き
ま
し
た
。

　

こ
の
お
好
み
焼
き
も
カ
キ
氷
に
負
け

ず
劣
ら
ず
の
人
気
を
博
し
て
い
ま
し
た

が
、
学
校
で
「
子
ど
も
同
士
で
飲
食
店

に
入
店
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
規

則
が
で
き
、
更
に
は
私
が
一
酸
化
中
毒

で
倒
れ
る
と
い
う
事
件
も
あ
り
、
お
好

み
焼
き
も
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
外
れ
ま
し
た
。

当
時
は
ま
だ
ガ
ス
で
は
な
く
炭
で
焼
い

て
い
た
の
で
す
。

　

当
時
は
そ
の
他
の
個
人
事
業
者
の
子

ど
も
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
私
も

当
た
り
前
の
よ
う
に
店
の
手
伝
い
を
し

て
い
ま
し
た
。
訪
れ
る
お
客
さ
ん
は
ま

さ
に
老
若
男
女
と
様
々
で
、
学
校
帰
り

の
子
ど
も
、
学
生
、
近
所
の
お
ば
ち
ゃ

ん
、
仕
事
終
わ
り
の
労
働
者
は
も
ち
ろ

ん
、
浜
崎
地
区
に
多
く
あ
っ
た
海
産
物

加
工
場
の
３
時
休
憩
時
に
あ
わ
せ
て
配

達
な
ん
て
の
も
あ
り
ま
し
た
ね
。

　

良
い
時
代
で
し
た
。
そ
の
後
、
私
が

中
学
生
と
な
っ
て
か
ら
は
夏
季
の
み
営

業
す
る
店
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
18
年
前
、
母
が
他
界
。
や
ま

ざ
き
屋
を
ど
う
す
る
か
、
父
、
妻
と
話

合
い
ま
し
た
が
、
私
は
既
に
会
社
を
構

え
る
身
と
な
っ
て
お
り
、
や
ま
ざ
き
を

継
続
す
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
と
判

断
し
、
店
を
閉
じ
る
こ
と
を
決
め
ま
す
。

　

し
か
し
、
や
ま
ざ
き
の
カ
キ
氷
を
食

べ
た
い
と
望
む
声
は
多
く
、
数
年
後
、

や
ま
ざ
き
屋
の
復
刻
を
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
自
分
の
会

社
を
営
み
な
が
ら
、
祖
父
と
母
が
作
っ

て
い
た
や
ま
ざ
き
の
カ
キ
氷
の
命
と
も

言
え
る
白
み
つ
の
味
を
再
現
す
る
た
め
、

父
と
私
の
記
憶
を
頼
り
に
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
ま
す
。作
っ
て
は
食
べ
、作
っ

て
は
味
を
覚
え
て
る
人
に
食
べ
て
も
ら

い
、
次
第
に
や
ま
ざ
き
の
味
に
近
づ
い

て
き
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ど
こ
か
微
妙
違
う
。
そ
ん

な
矢
先
、
実
家
の
古
い
冷
凍
庫
が
壊
れ
、

処
分
す
る
た
め
に
中
身
を
出
し
て
い
た

ら
、
母
が
冷
凍
保
存
し
て
い
た
カ
キ
氷

が
タ
ッ
パ
ー
に
入
っ
て
い
た
の
で
す
。

そ
れ
を
父
と
妻
と
食
べ
、
や
ま
ざ
き
屋

の
味
の
記
憶
が
鮮
明
に
戻
り
、
や
っ
と

の
こ
と
で
味
を
再
現
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
実
家
の
倉
庫
を
整
理
し
て
い

た
ら
、
古
び
た
缶
が
出
て
き
て
開
け
て

み
る
と
、
ト
ッ
ピ
ン
グ
各
種
類
に
必
要

な
原
材
料
の
仕
入
れ
先
が
記
さ
れ
た
も

の
が
出
て
き
た
の
で
す
。「
や
ま
ざ
き

を
復
活
さ
せ
て
ち
ょ
う
だ
い
」
と
母
が

言
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
６
年
前
に
移
動
販
売
車
を
購

入
し
、
市
内
外
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

に
出
向
き
、
や
ま
ざ
き
の
復
活
を
待
ち

望
む
方
々
の
声
に
応
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
３
年
前
に
は
菊
ヶ
浜

の
空
き
テ
ナ
ン
ト
を
購
入
し
、
新
生
や

ま
ざ
き
屋
を
開
店
し
て
か
ら
は
、
通
年

や
ま
ざ
き
屋
の
カ
キ
氷
を
食
べ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
も
な
り
、
今
で
は
県
内
外

よ
り
、
や
ま
ざ
き
屋
の
カ
キ
氷
を
目
当

て
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
る
方
も
居
ら

れ
ま
す
。
跡
継
ぎ
の
こ
と
を
考
え
て
も

先
々
や
ま
ざ
き
屋
が
ど
う
な
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
や
ま
ざ
き
屋
の
味
を
好

み
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
方
の
要
望
が
あ

る
限
り
は
、
そ
の
声
に
応
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

◎
や
ま
ざ
き
屋

住
所
：
萩
市
今
魚
店
菊
ヶ
浜
１
０
６　

２

☎
０
８
３
８
・
２
５
・５
３
３
７

営
業
時
間
：
11
時
～
21
時

定
休
日
：
毎
週
火
曜
・
第
３
水
曜
日

　

冷
凍
庫
が
家
庭
に
ほ
と
ん
ど
普
及
し

て
い
な
い
時
代
か
ら
、
萩
の
カ
キ
氷
屋

と
し
て
、
多
く
の
人
が
暑
い
夏
の
楽
し

み
の
一
つ
と
し
、
足
を
運
ん
だ
住
吉
神

社
前
の
「
や
ま
ざ
き
」。
12
年
の
休
業

期
間
を
経
て
、
味
は
そ
の
ま
ま
に
６
年

前
よ
り
移
動
販
売
、
３
年
前
か
ら
は

菊
ヶ
浜
に
新
た
に
店
舗
を
構
え
ら
れ
た

正
統
継
承
店
「
や
ま
ざ
き
屋
」
を
訪
問

し
、
３
代
目
、
兼
本
元
廣
さ
ん（
53
歳
）

に
お
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

　

や
ま
ざ
き
の
創
業
者
は
、
私
の
実
の

曽
祖
父
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。
父
に
聞宇治まんじゅうミルクかけ 630 円
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「クラス会をいつ、どこで開催します」という
情報をお寄せください。萩の資料送ります。
投稿記事も歓迎します。
hagi-network@city.hagi.lg.jp

ください
！

情報

　61 人が出席。つばき会関西支部会則の承認があり、
今年が１回目のつばき会総会となります。役員の任
期は２年で、支部長に窪田末男さん（41 年工業卒）、
副支部長に中原洋さん（35 年商業卒）。
　池田誠次つばき会会長が「今年春に商工合同の同窓生
名簿を発行しました。21,700 人の卒業生を掲載し、１
割以上の約 3,000 人の申し込みがありました」と挨拶が
ありました。昭和 48 年の商業卒業生で４月に赴任され
た品川豊勝・商工高校長は、「ラグビー全国大会は、県
内初となる 10 回連続を目指しています。今年３月、商
工生の３期生を送り出し、全員が就職しました」と挨拶。
大阪本社のビケンテクノに入社した平成 23 年卒の商工
生が３人出席しました。

6月11日

大阪弥生会館（大阪市北区）
つばき会関西支部第１回

▷
最
近
の
卒
業
生
、
坂
井
由
梨
香
さ

ん
、
河
野
佑
美
さ
ん
、
君
川
美
南
子

さ
ん
、
大
林
仁
美
さ
ん
（
左
か
ら
）

6月19日東海指月会第31回
名古屋マリオットアソシアホテル（名古屋市中村区）

　愛知県内だけでなく、三重県、静岡県、福井県、岐阜
県から萩高校同窓生 20 人、光塩学院卒業生 6 人が出席
しました。また、お子さん連れの参加もありました。中
垣校長から、現在の学生数は 155 人、理数科含めて４
クラスと報告がありました。会長は昨年から、福井大学
国際原子力工学研究所教授の有田祐二さん（昭和 60 年
卒）。司会は、小学校教員の岡崎哲也さん（昭和 62 年卒）。
光塩同窓生で地元テレビのアナウンサー・渡辺裕子さん
が、アトラクション（萩にまつわるクイズ）の司会役と
して会を盛り上げました。

▷
今
年
春
卒
業
の
津
田
泉
さ
ん
、
鈴
木

雄
馬
く
ん
、藤
村
邦
臣
く
ん
（
左
か
ら
）

　

阿
武
町
町
勢
要
覧
２
０
１
１
を
３

月
に
発
行
し
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー

マ
は
「
ラ
イ
ブ
な
阿
武
町
へ
よ
う
こ

そ
」
で
、
阿
武
町
の
自
然
、
歴
史
、

元
気
な
人
々
を
い
き
い
き
編
集
し
ま

し
た
。

　

紺
碧
の
海
と
緑
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
た
阿
武
町
は
、
昭
和
30
年
１
月

に
奈
古
町
、
福
賀
村
、
宇
田
郷
村
の

３
町
村
が
合
併
し
て
発
足
し
、
今
年

で
56
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

自
立
の
道
を
歩
ん
で
い
る
本
町
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
新
た
な

基
本
構
想
・
基
本
計
画
「
元
気
！
あ

ぶ
町
！
５
０
０
１
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

き
、「
小
さ
く
て
も
個
性
が
光
る
自

立
し
た
町
づ
く
り
」
に
向
け
た
施
策

を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
作
製
し
た
町
勢
要
覧
の
テ
ー

マ
は
、「
Ａ
Ｂ
Ｕ
・
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
（
ア
ブ
・

ラ
イ
ブ
）」
で
す
。
ラ
イ
ブ
と
い
う

言
葉
に
は
、
音
楽
の
生
演
奏
と
い
う

意
味
を
は
じ
め
、「
生
き
生
き
と
し

た
」、「
活
気
の
あ
る
」、「
ワ
ク
ワ
ク

す
る
」
な
ど
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

町
内
に
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を

企
画
す
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
、
人
口

阿武町

３
８
０
０
人
の
小
さ
な
町
な
が
ら
も

一
流
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
こ
の
町

を
訪
れ
、
ラ
イ
ブ
演
奏
を
披
露
す
る

中
で
人
と
人
と
の
交
流
が
生
ま
れ
、

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
お
い
て

も
「
ホ
ン
モ
ノ
」
と
の
出
会
い
の
中

で
夢
と
希
望
が
育
め
る
よ
う
、
豊
か

で
住
み
よ
い
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
に

も
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
小
さ
な
個
性
を
大
切

に
し
、
そ
の
個
性
が
光
り
輝
く
よ
う

支
援
し
な
が
ら
、
誇
り
と
愛
着
を

も
っ
て
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
く
り
を

推
進
し
て
参
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

阿
武
町
役
場
総
務
課
企
画
広
報
係

（
０
８
３
８
８
・
２
・
３
１
１
１
）

こ
こ
は
な
ん
に
も
な
い
場
所
だ
け
ど
、

沈
む
夕
日
を
か
ぶ
せ
る
と
味
が
出
る

で
し
ょ
う
。

誰
が
お
い
た
の
か
、
防
波
堤
の
石
も

趣
あ
る
よ
ね
。・
・
・

至
福
の
時
間
だ
け
ど
、
さ
ほ
ど
お
金

が
か
か
ら
な
い
。

都
会
に
は
な
い
究
極
の
楽
し
み
だ
ね
。

阿武町長
中村秀明

▷
親
子
で
参
加
の
有
田
祐
二
さ
ん

（
左
）、
眞
板
千
亜
樹
さ
ん
（
右
）
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萩
博
物
館
だ
よ
り

（
☎
０
８
３
８・２
５・６
４
４
７
）

山
口
県
立
萩
美
術
館
・

　
　
浦
上
記
念
館
だ
よ
り
（
☎
０
８
３
８・２
４・２
４
０
０
）

　
「
ゼ
ペ
ッ
ト
じ
い
さ
ん
が
…
ク
ジ
ラ

の
王
様
『
ク
ジ
ラ
キ
ン
グ
』
に
飲
み
込

ま
れ
て
し
ま
っ
た
っ
て
！
助
け
に
行
か

ね
ば
！
」

　

童
話
に
出
て
く
る
「
ピ
ノ
キ
オ
」
と

と
も
に
、
昔
か
ら
萩
・
北
浦
の
海
を
行

き
来
し
て
き
た
20
種
類
以
上
の
ク
ジ
ラ

た
ち
を
訪
ね
、
伝
説
の
ク
ジ
ラ
キ
ン
グ

を
探
そ
う
と
い
う
、
萩
博
物
館
お
な
じ

み
の
夏
の
体
験
型
の
展
示
で
す
。

　

昨
年
度
、
㈶
日
本
鯨
類
研
究
所
よ
り

寄
贈
を
受
け
た
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ
の
全
身

骨
格
標
本
は
、
日
本
最
大
級
の
も
の
で

す
。

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）
※
年

中
無
休

■
観
覧
料　

大
人
５
０
０
円
、
高
・
大

７
月
２
日（
土
）〜
９
月
４
日（
日
）

８
月
13
日（
土
）〜
９
月
25
日（
日
）

学
生
３
０
０
円
、
小
・
中
学
生
１
０
０

円
、
幼
児
無
料
（
保
護
者
同
伴
）

◎
ホ
エ
ー
ル
な
ぞ
と
き
ク
イ
ズ

　

展
示
室
を
進
み
な
が
ら
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
パ
ズ
ル
を
解
い
て
応
募
す
る
と
、抽
選

で
特
製
ク
ジ
ラ
グ
ッ
ズ
（
缶
バ
ッ
ジ
な

ど
）
が
当
た
り
ま
す
。

■
と
き　

会
期
中
の
平
日
（
８
月
12
日

〜
16
日
は
除
く
）

萩 芸術・文芸の広場
　

山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念

館
は
、
平
成
５
年（
１
９
９
３
）に
萩

市
出
身
の
実
業
家
浦
上
敏
朗
氏
が
40

年
近
く
に
わ
た
っ
て
蒐
集
さ
れ
た
浮

世
絵
と
東
洋
陶
磁
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
浮
世
絵
約
２
０
０
０
点
、中
国
陶
磁

２
３
０
点
、
朝
鮮
陶
磁
86
点
、
中
国

青
銅
器
ほ
か
43
点
）を
山
口
県
に
一

括
し
て
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て

設
立
さ
れ
、
平
成
８
年（
１
９
９
６
）

10
月
に
開
館
し
ま
し
た
。

　

浦
上
氏
は
開
館
後
も
萩
美
術
館
の

名
誉
館
長
と
し
て
、
毎
年
欠
か
す
こ

と
な
く
寄
贈
を
続
け
ら
れ
、
美
術
館

の
活
動
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
充
実
等
に

寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
22
年
９
月
の

陶
芸
館
開
館
に
あ
た
り
、
浦
上
資
料

の
一
部
を
特
別
に
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

少
年
時
代
の
習
字
作
品
や
青
年
期

の
学
校
の
ノ
ー
ト
、
相
撲
大
会
の
資

料
、
陶
芸
作
品
や
著
書
『
或
る
美
術

コ
レ
ク
タ
ー
の
生
活
』
や
浦
上
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
展
覧
会
図
録
、
掲
載

誌
、
寄
贈
・
開
館
へ
い
た
る
報
道
資

料
、
ジ
ャ
ス
パ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
氏
、

ジ
ョ
エ
ル
・
シ
ャ
ピ
ロ
氏
、
小
田
ま

ゆ
み
氏
な
ど
芸
術
家
・
文
化
人
と
の

交
流
の
記
録
や
作
品
な
ど
約
80
点
の

資
料
を
展
示
し
て
、
寄
贈
者
浦
上
敏

朗
氏
の
蒐
集
家
と
し
て
の
軌
跡
の
一

端
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

山口県立萩美術館・
浦上記念館　
特別展示コーナー

７
月
５
日（
火
）〜
８
月
７
日（
日
）

　

戦
後
日
本
の
銅
版
画
の
パ
イ
オ
ニ
ア

と
し
て
銅
版
画
表
現
の
可
能
性
を
切

り
開
き
、
銅
版
画
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を

定
着
さ
せ
た
駒
井
哲
郎
（
１
９
２
０
〜

１
９
７
６
）
の
足
跡
を
た
ど
る
回
顧
展

で
す
。

　

１
９
６
０
年
ま
で
の
若
き
日
の
作
品

を
紹
介
す
る
Ⅰ
部
と
、
１
９
６
１
年
以

降
の
作
品
を
紹
介
す
る
Ⅱ
部
（
７
月
21

日
〜
）
で
作
品
を
総
入
れ
替
え
し
、
約

５
０
０
点
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
２

部
を
通
し
て
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
で
、

駒
井
の
創
造
の
軌
跡
の
全
貌
を
ご
堪
能

い
た
だ
け
ま
す
。

■
観
覧
料　

一
般
１
０
０
０
円
、
70
歳

以
上
・
学
生
８
０
０
円

　

五
穀
を
蓄
え
た
り
水
を
溜
め
た
り

し
て
、
人
々
の
生
活
を
支
え
た
壺
や
甕
。

そ
の
造
形
の
力
強
さ
と
素
朴
さ
が
中
世

の
や
き
も
の
の
大
き
な
魅
力
で
す
。　

　

六
古
窯
と
よ
ば
れ
る
瀬
戸
・
常
滑
・

越
前
・
信
楽
・
丹
波
・
備
前
を
中
心
に
、

美
濃
や
珠
洲
な
ど
各
地
の
古
陶
を
広
く

紹
介
し
、
中
世
の
や
き
も
の
の
全
体
像

に
迫
り
ま
す
。

■
観
覧
料　

一
般
８
０
０
円
、
70
歳
以

上
・
学
生
７
０
０
円

■
休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

La Maison Jaune（黄色い家）
1960 年
Ⓒ Yoshiko Komai 2010/
JAA1000185

　山口県立萩美術館・浦上記念館は旅
行ガイド「ミシュラングリーンガイ
ド・ジャポン」（改訂第２版、５月発売）
において、第１版に続き、二ツ星「寄
り道する価値がある（☆☆）」を獲得
しました。山口県内では萩美術館・浦
上記念館と錦帯橋の２か所が☆☆で、
☆は萩、萩城下町など４か所でした。

ミシュランで☆☆
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■
世
田
谷
ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り

　

萩
市
と
世
田
谷
区
は
吉
田
松
陰
の
縁

で
友
好
都
市
の
関
係
に
あ
り
ま
す
。
萩

の
岸
田
商
会
と
忠
小
兵
衛
蒲
鉾
本
店
が

出
店
し
、地
ビ
ー
ル
、夏
み
か
ん
ジ
ュ
ー

ス
、
揚
げ
か
ま
ぼ
こ
な
ど
が
販
売
さ
れ

ま
す
。

８
月
６
日（
土
）〜
７
日（
日
）

午
前
11
時
〜
午
後
８
時

世
田
谷
区
上
用
賀
２
︲
１　

馬
事
公
苑

（
０
３
・
５
４
３
２
・
２
２
４
９
）

■
三
輪
華
子
展
「
み
ら
い
さ
び
」

　

美
し
く
艶
や
か
な
茶
道
具
や
、
絹
や

竹
と
い
っ
た
自
然
の
素
材
で
組
み
立
て

ら
れ
た
茶
室
が
会
場
を
彩
り
ま
す
。

７
月
13
日（
水
）〜
19
日（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
７
時
、
19
日
は
４
時

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
宝
町
１

　
　
　
（
０
３
・
３
９
８
１
・
２
２
１
１
）

○
日
本
の
お
奨
め
逸
品
展「
萩
ガ
ラ
ス
」

７
月
20
日（
水
）〜
８
月
２
日（
火
）

東
京
都
新
宿
区
新
宿
３
︲
14
︲
１

伊
勢
丹
新
宿
店
５
階
特
選
和
食
器
売
場

　
　
　
（
０
３
・
５
３
６
０
・
２
１
８
６
）

■
お
い
で
ま
せ
山
口
館
イ
ベ
ン
ト

○
山
陰
山
陽
観
光
物
産
フ
ェ
ア

萩
の
夏
み
か
ん
を
使
っ
た
ジ
ュ
ー
ス
、

ゼ
リ
ー
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

７
月
21
日（
木
）〜
22
日（
金
）

○
夏
の
お
得
意
様
感
謝
祭

７
月
21
日（
木
）〜
23
日（
土
）

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
２
︲
３
︲
４

日
本
橋
プ
ラ
ザ
ビ
ル
１
階
お
い
で
ま
せ

山
口
館（
０
３
・
３
２
３
１
・
１
８
６
３
）

■「
２
０
１
０
年
度
日
本
陶
磁
協
会
賞
・

金
賞
受
賞
記
念
三
輪
休
雪
・
前
田
正
博

展
」

　

三
輪
休
雪
さ
ん
の
金
賞
受
賞
記
念
展

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

７
月
25
日（
月
）〜
30
日（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

授
賞
式　

25
日（
月
）
午
後
４
時
〜

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
３
︲
８
︲
５

日
本
橋　

壺こ
ち
ゅ
う
き
ょ

中
居

　
　
　
（
０
３
・
３
２
７
１
・
１
８
３
５
）

■
岡
田
泰 

作
陶
展

９
月
20
日（
火
）〜
26
日（
月
）

横
浜
市
西
区
高
島
２
︲
18
︲
１

そ
ご
う
横
浜
店

　
　
　
（
０
４
５
・
４
６
５
・
５
５
１
５
）

■
紀
ノ
国
屋
「
山
口
フ
ェ
ア
」

　

萩
で
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
が
直
送
販
売

さ
れ
る
ほ
か
、
矢
次
蒲
鉾
店
の
「
萩
甚

吉
」
や
忠
小
兵
衛
蒲
鉾
の
「
ご
ぼ
う
巻
」

な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

９
月
21
日（
水
）〜
27
日（
火
）

紀
ノ
国
屋
６
店
舗
（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
店
、
渋
谷
店
、
等
々
力
店
、
吉
祥

寺
店
、
国
立
店
、
鎌
倉
店
）

■
広
島
指
月
会

　

広
島
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

７
月
９
日（
土
）
午
後
５
時
〜

広
島
県
広
島
市
南
区
的
場
町　

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
広
島
21

　
　
　
（
０
８
２
・
２
６
３
・
３
１
１
１
）

■
萩
商
工
高
広
島
支
部
総
会

　

広
島
地
区
の
萩
商
工
高
の
同
窓
会
。

９
月
10
日（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜

広
島
県
広
島
市
南
区
的
場
町

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
広
島
21

連
絡
先　

コ
ス
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ（
株
）

（
０
８
２
・
５
４
５
・
３
６
３
０
）
藤
本

■
第
34
回
山
口
伝
統
工
芸
展

８
月
２
日（
火
）〜
８
日（
月
）

広
島
市
中
区
基
町
６
︲
27

そ
ご
う
広
島
店

　
　
　
（
０
８
２
・
２
２
５
・
２
１
１
１
）

■
岡
田
裕 

作
陶
展

８
月
23
日（
火
）〜
29
日（
月
）

広
島
県
呉
市
西
中
央
１
︲
１
︲
１

そ
ご
う
呉
店

　
　
　
（
０
８
２
３
・
２
７
・
２
１
１
１
）

■
つ
ば
き
会
山
口
支
部
総
会

　

山
口
地
区
の
萩
商
工
高
校
同
窓
会
。

７
月
16
日（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜

山
口
市
湯
田
温
泉
４
︲
５

ホ
テ
ル
か
め
福

　
　
　
（
０
８
３
・
９
２
２
・
７
０
０
０
）

■
濱
中
史
朗
展

７
月
７
日（
木
）〜
17
日（
日
）

長
門
市
東
深
川
１
９
０
４
︲
１

Ｋ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
大
正
館

　
　
　
（
０
８
３
７
・
２
２
・
２
９
３
０
）

■
船
崎
透 

作
陶
展

８
月
10
日（
水
）〜
16
日（
火
）

下
関
市
竹
崎
町
４
︲
４
︲
10

下
関
大
丸

　
　
　
（
０
８
３
・
２
３
２
・
１
１
１
１
）

■
大
屋
窯
・
濱
中
孝
子
展

７
月
17
日（
日
）〜
24
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

山
口
市
後
河
原
１
２
１

ギ
ャ
ラ
リ
ー 

ラ
・
セ
ー
ヌ

　
　
　
（
０
８
３
・
９
２
２
・
４
０
０
９
）

■
九
州
指
月
会

九
州
地
区
の
萩
高
同
窓
会

９
月
11
日（
日
）
午
後
３
時
〜

福
岡
県
福
岡
市
大
名
２
︲
６
︲
60

西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル　

　
　
　
（
０
９
２
・
７
８
１
・
０
２
１
１
）

■
大
屋
窯
展

７
月
28
日（
木
）〜
８
月
８
日（
月
）

午
後
１
時
〜
７
時

福
岡
市
中
央
区
渡
辺
通
２
︲
３
︲
27
待

中
国
地
区

関
東
地
区

鳥
ビ
ル
５
０
７　

望
雲
（
０
９
２
・
７
３
３
・
１
１
３
５
）

■
萩
商
工
同
窓
会
つ
ば
き
会
総
会

　

萩
商
工
高
つ
ば
き
会
の
本
部
総
会
。

７
月
９
日（
土
）
午
後
６
時
〜

会
費　

３
０
０
０
円（
福
引
き
代
含
む
）

萩
商
工
高
校
体
育
館

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
０
３
４
）

■
萩
高
同
窓
会
八
八
会

　

萩
高
指
月
会
の
本
部
総
会
。
今
年
の

引
受
期
は
48
期
（
平
成
８
年
卒
）。

８
月
８
日（
月
）
午
後
７
時
〜

萩
高
校
体
育
館

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
０
７
６
）

■
萩
光
塩
学
院
同
窓
会
本
部
総
会

　

萩
光
塩
学
院
同
窓
会
の
本
部
総
会
。

８
月
10
日（
水
）
午
後
６
時
30
分
〜

萩
市
椿
東
３
８
５
︲
８　

萩
本
陣

連
絡
先　

萩
光
塩
学
院

（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
７
８
２
）

■
至
誠
館　

吉
田
稔
麿
・
伊
藤
博
文
生

誕
１
７
０
年
記
念
展
示
「
松
陰
先
生
と

無
逸
と
利
助
」

６
月
25
日（
土
）〜
９
月
25
日（
日
）

入
館
料　

一
般
５
０
０
円　

中
・
高
生

２
５
０
円　

小
学
生
１
０
０
円

萩
市
椿
東
１
５
３
７　

松
陰
神
社

至
誠
館（
０
８
３
８
・
２
４
・
１
０
２
７
）

■
萩
市
民
大
学
教
養
講
座

○
７
月
７
日（
木
）
午
後
７
時
〜
８
時

演
題　
「
輝
い
て
生
き
る
秘
訣
」

講
師　

日
野
原
重
明
（
医
師
）

○
９
月
22
日（
木
）
午
後
７
時
〜
８
時

山
口
県
関
係

萩
市
関
係

九
州
地
区

■
萩
ガ
ラ
ス
工
房
展
示
会

○
日
本
の
特
撰
工
芸
展

７
月
７
日（
木
）〜
13
日（
水
）

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
１
︲
１
︲
25

東
武
百
貨
店
池
袋
店
７
階
「
Ｒ
ｉ
ｎ
」

コ
ー
ナ
ー

日本橋三越本店  本館
６階美術特選画廊

（０３・３２４１・３３１１）
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浜
口
周
也　
　
　
　
（
福
岡
県
福
岡
市
）

新
野
秀
志　
　
　
　
（
福
井
県
三
方
郡
）

山
本
雄
太
郎　
　
　
　
　
　
（
美
祢
市
）

坂
田
正
幸　
　
　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

西
山
忠
壬　
　
　
（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）

永
田
弘
毅　
　
　
　
　
　
　
（
防
府
市
）

上
馬
利
夫　
　
　
　
（
兵
庫
県
三
田
市
）

江
本
宗
弘　
　
　
　
（
千
葉
県
船
橋
市
）

梶
山
高
志　
　
　
　
（
大
阪
府
吹
田
市
）

松
村
幸
子　
　
　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

仁
保
宣
誠　
　
　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

松
尾
美
保
子　
　
　
　
　
　
（
宇
部
市
）

竹
本
邦
昭　
　
　
　
（
滋
賀
県
栗
東
市
）

中
川
久
美
子　
　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

能
美
薫　
　
　
　
　
（
大
阪
府
吹
田
市
）

新
規（
再
）加
入
会
員

30
分

演
題　
「
龍
馬
伝
」
に
込
め
た
想
い

講
師　

福
田
靖
（
脚
本
家
）

受
講
料　

１
５
０
０
円
（
セ
ッ
ト
チ

ケ
ッ
ト
）

会
場　

萩
市
民
館
大
ホ
ー
ル

（
問
）
萩
市
文
化
・
生
涯
学
習
課　
　

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
５
９
０
）

■
松
前
ひ
ろ
子
“
萩
み
れ
ん
”
カ
ラ
オ

ケ
大
会　

決
勝
大
会

　

全
国
各
地
区
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
萩

に
集
結
し
、
グ
ラ
ン
プ
リ
を
目
指
し
て

熱
唱
し
ま
す
。

７
月
９
日（
土
）
午
後
０
時
30
分
〜

会
場　

萩
市
民
館
大
ホ
ー
ル

入
場
無
料

（
問
）
萩
市
観
光
協
会

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
１
７
５
０
）

■
長
岡
あ
ゆ
み
ピ
ア
ノ
＆
広
島
Ｖ
Ａ

Ｎ
弦
楽
四
重
奏
団
に
よ
るS

um
m

er 
C

oncert

　

長
岡
さ
ん
は
萩
市
出
身
（
平
成
16
年

萩
光
塩
学
院
卒
）、
現
在
チ
ャ
イ
コ
フ

ス
キ
ー
記
念
モ
ス
ク
ワ
音
楽
院
大
学
院

在
学
中
で
す
。

８
月
20
日（
土
）
午
後
２
時
〜

一
般
２
０
０
０
円
、
学
生
（
高
校
生
以

下
）
１
０
０
０
円

会
場　

萩
市
民
館
大
ホ
ー
ル

（
問
）
長
岡
あ
ゆ
みC

oncert

実
行
委

員
会　
（
０
８
３
８
・
２
２
・
７
４
５
６
）

■
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
コ
ン
サ
ー
ト

　

ジ
ャ
ズ
・
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
巨
匠
ケ

ン
・
ペ
プ
ロ
フ
ス
キ
ー
と
カ
ナ
ダ
の
歌

姫
キ
ャ
ロ
ル
・
ウ
エ
ル
ス
マ
ン
が
共
演

し
ま
す
。

９
月
19
日（
月
・
祝
）
午
後
７
時
と
９

時
の
２
回
公
演

料
金　

７
０
０
０
円

萩
市
土
原
２
９
１
ー
１　

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
６
５
９
６
）

■
山
口
県
現
代
工
芸
美
術
展

　

山
口
県
在
住
の
現
代
工
芸
作
家
（
22

人
）
の
陶
芸
、
染
織
、
皮
、
金
属
な
ど

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

７
月
15
日（
金
）〜
９
月
25
日（
日
）

椿
東
４
２
６
ー
１　

吉
賀
大
眉
記
念
館

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
６
・
５
１
８
０
）

■
サ
ラ
イ
増
刊
『
美
味
サ
ラ
イ
』

２
０
１
１
夏
号　
　
（
５
月
20
日
発
売
）

藤
山
義
生　
　
　
　
（
京
都
府
乙
訓
郡
）

松
浦
栄
一　
　
　
　
（
兵
庫
県
川
西
市
）

刀
禰
礼
二　
　
　
　
（
京
都
府
京
都
市
）

増
田
優
一　
　
　
　
（
京
都
府
京
都
市
）

山
根
康
秀　
　
　
　
（
大
阪
府
吹
田
市
）

上
山
祥
子　
　
　
　
（
京
都
府
舞
鶴
市
）

岡
憲
利　
　
　
　
　
　
（
三
重
県
津
市
）

烏
田
博
孝　
　
　
　
（
静
岡
県
磐
田
市
）

百
武
昌
江　
　
　
　
　
（
岐
阜
県
関
市
）

滝
本
正
晴　
　
　
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

斎
藤
義
彦　
　
　
　
（
三
重
県
松
阪
市
）

土
田
芳
樹　
　
　
　
（
東
京
都
国
立
市
）

金
子
清
志　
　
　
　
（
兵
庫
県
姫
路
市
）

眞
板
千
亜
樹　
　
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

宮
崎
毅　
　
　
　
　
（
愛
知
県
小
牧
市
）

　

  

（
４
月
25
日
～
６
月
24
日　

30
人
）

　

地
元
市
民
の
利
用
が
６
割
に
上
る
地

産
地
消
活
動
が
認
め
ら
れ
、
農
林
水
産

大
臣
賞
を
受
賞
し
た
道
の
駅
し
ー
ま
ー

と
が
グ
ラ
ビ
ア
２
ペ
ー
ジ
で
紹
介
。

価
格　

８
８
０
円
（
税
込
）

出
版
社　

小
学
館

■
『
古
美
術
商
に
ま
な
ぶ
中
国
・
朝
鮮

古
陶
磁
の
見
か
た
、
選
び
か
た
』

浦
上
満
著

　

中
国
・
朝
鮮
半
島
の
古
陶
磁
の
特
性
・

魅
力
・
値
打
ち
な
ど
を
古
美
術
商
と
し

て
の
37
年
の
経
験
と
眼
識
を
ま
じ
え
て

紹
介
。
著
者
は
「
浦
上
蒼
穹
堂
」
店
主
。

Ｂ
５
版
／
１
６
７
ペ
ー
ジ

価
格　

２
５
０
０
円
（
税
別
）

出
版
社　

淡
交
社

■
「
文
学
を
歩
こ
う　

嘉か
む
ら
い
そ
た

村
磯
太
の
ふ

る
さ
と
」　　
　
　
　

多
田
美
千
代
著

　

山
口
市
出
身
の
私
小
説
家
、
嘉
村
磯

太
の
ゆ
か
り
の
地
27
か
所
を
紹
介
。
著

者
は
嘉
村
文
学
研
究
家
の
多
田
美
千
代

さ
ん（
萩
南
高
昭
和
25
年
卒
）。

Ｂ
６
版
／
70
ペ
ー
ジ

価
格　

５
０
０
円

（
問
）
仁
保
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
０
８
３
・
９
２
９
・
０
１
２
５
）

■
Ｂ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン 

「
に
っ
ぽ
ん
原
風
景

紀
行
」

　

日
本
の
原
風
景
が
残
る
里
や
町
を
訪

ね
る
旅
番
組
。
萩
市
の
三
見
が
紹
介
さ

れ
る
予
定
。

放
映
予
定
日　

７
月
15
日（
金
）ま
た
は

22
日（
金
）
午
後
８
時
〜
９
時

出
版
情
報

テ
レ
ビ
情
報

■
全
国
日
本
テ
レ
ビ
系
列
「
満
天
☆
青

空
レ
ス
ト
ラ
ン
」

　

タ
レ
ン
ト
の
宮
川
大
輔
さ
ん
が
萩
の

た
ま
げ
な
す
を
使
っ
た
「
絶
品
地
元
め

し
」
を
紹
介
し
ま
す
。

放
映
日　

７
月
16
日（
土
）
午
後
６
時

30
分
〜
７
時

■
読
売
テ
レ
ビ
（
関
西
地
方
）「
ニ
ッ

ポ
ン
！
お
も
て
な
し
旅
」

　

元
プ
ロ
野
球
選
手
の
宮
本
和
知
（
山

口
県
出
身
）
さ
ん
が
女
優
の
は
し
の
え

み
さ
ん
の
旅
を
エ
ス
コ
ー
ト
し
ま
す
。

萩
の
城
下
町
、
鍵
曲
、
松
陰
神
社
、
萩

八
景
遊
覧
船
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。

放
映
日　

７
月
17
日（
日
）
午
前
10
時

55
分
〜
11
時
25
分

萩
市
民
病
院
職
員
募
集

募
集
職
種　

看
護
師（
10
人
程
度
）、
薬

剤
師（
２
人
）、
臨
床
工
学
技
士（
１
人
）

募
集
期
間　

７
月
１
日
〜
22
日

（
問
）
詳
し
く
は
、
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジhttp://w
w

w
.city.hagi.yam

agu
chi.lg.jp/

、
ま
た
は
萩
市
総
務
課
（
２

５
・
１
２
３
９
）
へ

①
熊
谷
喜
八
著
「
キ
ハ
チ
の
さ
か
な　

酒
の
肴　

萩
の
魚
」
を
３
名
様
に
。　

■
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
品
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
近
況
等
を
明
記
の
う
え
、
萩

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま

で
。
７
月
末
日
（
消
印
有
効
）。

プ
レ
ゼ
ン
ト

募
　
集

大阪ニコンサロン
（０６・６３４８・９６９８）

■
下
瀬
信
夫
写
真
展
『
結
界
Ⅶ
」

○
７
月
21
日（
木
）〜
27
日（
水
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

大
阪
市
北
区
梅
田
２
︲
２
︲
２

ヒ
ル
ト
ン
プ
ラ
ザ
ウ
エ
ス
ト
オ
フ
ィ

ス
タ
ワ
ー
13
階
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７月28日（木）
◇須佐湾大花火大会
７月31日（日）
◇ひまわりロードフェスタ
８月１日（月）
◇萩・日本海大花火大会
８月１日（月）〜３日（水）
◇萩夏まつり
８月13日（土）
◇萩・万灯会（迎え火）
８月25日（木）
◇たまがわ夏まつり

イベントカレンダ−
萩市観光協会　☎0838・25・1750

住吉神社・吉田町外

須佐漁港

むつみ物産販売
交流施設周辺

弁天公園周辺

菊ヶ浜海水浴場

大照院

すいかのショートケーキ すいかと夏みかんのジュレ

　ＫＩＨＡＣＨＩ熊谷喜八氏による萩の旬の
食材を使ったレシピ集。用途に合わせた 85
品のレシピや訪問先の生産者も紹介されてい
ます。
　2010 年７月より、萩市の食材を使ったレ
シピ集の制作に取り組み、萩には美しい城下
町と夏みかんだけでなく、７つの島を有する
美しい海があり、年間約 250 種の魚介が揚
がります。その豊富さ、新鮮さを伝えたいと
いう思いが込められています。
価格／ 1,500 円（本体、税別）
発行／ポプラ社

熊谷喜八著

　『キハチのさかな　酒の肴　萩の魚』の
出版を記念して、萩の食材を使ったオリジ
ナル料理をご堪能いただけます。
日時／８月28日（日）  午後６時〜
料金／ 7,500 円　定員／ 100 人
会場／萩市堀内 210 番地　北門屋敷
■申し込み　道の駅・萩しーまーと（椙本）
　　　　　　０８３８・２４・４９３７

1987 年、KIHACHI をオープン。フラ
ンス料理をベースに、体に安全で美味し
いものにこだわった、ジャンルにとらわ
れない日本発の洋食として KIHACHI 流
無国籍料理を生み出す。東京・名古屋・
大阪・福岡などにレストラン、ケーキ
ショップなどを展開。現在は日本全国の
美味しい隠れた食材を見いだし、新たな
レシピ開発をしながらさまざまなメディ
アに紹介している。

プロフィール

萩の旬の食材を
使ったレシピ集

相島すいか 夏みかん

（B5 版、112 ページ）


